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■こんなワークシートを作ってみませんか ～手書き機能を使う

小学1年・道徳科「生命尊重」 …注目させたい素材を〇で囲む



■「手書き機能」とは…

「今日の朝刊１面」や「切抜イメージ」（紙面そのままのスタイルで
見られる記事）で表示された画像に
アンダーラインや囲み、テキスト等を書き込める機能です

A.今日の朝刊１面 この操作パネルが表示されている画面で
使えます



B.切抜イメージ

① ボタンをタップすると見られます



②切抜イメージと操作ボタンが表示されます

この操作パネルが表示されている時に
手書き機能が使えます



■加工してみましょう ～操作ボタンの機能～

切抜イメージの印刷・保存

保存した切抜イメージは、ワードやパワーポイントに貼りつけることもできます

手書き加工した切抜イメージの保存・読み込み
作業の途中でも再度読み込むことができます

手書き加工した切抜イメージを印刷する場合は、一度端末本体に保存し、画像ソフト等で

開いて印刷してください （「まなbell」からは印刷はできません）
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切抜イメージの拡大・縮小 切抜イメージの移動

加工の選択
▼ にタッチすると

右の表示が出ます

使いたい機能を選んで切抜イメージ

に描き込むことができます

素材の選択
加工した線や文字を修正したり、
削除するときに使います。
ここを選んでから修正したい素材に

タッチすると、素材が点線で囲まれま
す（詳細は１４ページ）。

よく使います！



①線の種類を選びます（マーカー・ライン・フリーハンド）
※マーカーは垂直 or 水平
※タブレット端末にタッチペンが付属されていれば
フリーハンドで波線などを引くこともできます

②線の色や濃さを選びます
※マーカーは薄めの色で引くことをオススメします

③線の太さを選びます（１）ラインやマーカーを引く



ライン

マーカー（垂直）

マーカー（水平）

直線を選んだ状態

作業例（アンダーライン・マーカー）



（２）囲み線を描く

①形を選びます（四角・円）
※見出しや写真を囲み線で目立たせることができます

※線と囲んだ部分を同じ色にすれば、見出しや本文を隠すことができます

②線の色や濃さを選びます

③線の太さを選びます



（３）塗りつぶし・マスキング

①囲み線の色を選びます

②塗りつぶす色を選びます
囲み線と合わせて「黒」を選ぶと
見出し等をマスキングすることができます

③囲み線の太さを選びます

④囲み線の形を選びます



見出しと写真説明の
マスキング

目立たせたい部分の囲み線

作業例（囲み線・塗りつぶし・マスキング）

見出しの塗りつぶし



（３）余白に文字を入力する

①文字の色や濃さを選びます

②塗りつぶし色が「無色」であることを確認します
※ここで色を指定してしまうと文字がぬりつぶされてしまいます

④記事の余白部分に文字を入力します
※文字入力または、タッチペンによるフリーハンドで

文字を書き入れることができます

「 A 文字」か 「フリー」を選ぶと下の画面に。

□の中に文字を入力します

③文字の太さを選びます
※フリーハンドのときに使います



入力した文字部分を
移動するとき
↖マークをタッチしてから

文字部分に触れて

置きたい場所へ移します

テキストボックスですので、

ボックスを選択後、記事

の余白サイズに合わせて

「拡大」「縮小」することが

できます

作業例（テキストボックス）



■加工部分の修正・削除

①加工部分を修正・削除する際は、

この「選択」ボタンを選んで、修正・削除した

い部分を選択します

②選択後、対象物が青い破線で囲まれ、

四隅に「○」が付いた状態になります

③削除したい場合は、この状態でデリート

キーを押します

④四隅の「○」のいずれかを選択して、拡

大・縮小の作業を行うことができます

⑤選択した状態では、線の太さや、線や塗りつぶし

の色、文字色も変更することができます



■手書きイメージの保存

①「画像として保存」を選択すると、

ＰＣやタブレット端末のローカルディスクに

「pngファイル」として保存されます

※多くの端末では「ダウンロード」ファイルに

保存されます（任意のフォルダに移せます）

画像データとして保存されますので、
保存データをワードやパワーポイント上に貼りつけることが可能です



■手書きイメージの一時保存と呼び出し

①「編集内容を保存」を選択すると、

作業途中の場合でも一時保存することができます

ＰＣやタブレット端末のローカルディスクに

「crdownloadファイル」として保存されます

※多くの端末では「ダウンロード」ファイルに保存さ

れます

②編集作業を再開する場合は、再度記事検索か

ら該当記事を切り抜き表示させる必要があります

※この時点では加工した状態で表示されません

③「編集ファイル読込」⇒④「ファイルを選択」と進

みダウンロードフォルダから「○○.crdownload」

ファイルを選択して呼び出します

※読み込むと一次保存した状態から作業を再開

することができます

④



■教材は校内の財産！ ～スクラップ機能を使う

個々の先生が切抜記事で作った教材を保存・蓄積し、校内で共有できます

①「先生アカウント」のみ利用可能な
マイページからスクラップを選ぶ



②「画像取り込み」から保存したデータを取り込みます
１．画像取り込み→２．ファイルを選択→アップロードの順に進みます
※「ファイルを選択」では手書き機能で保存したデータを読み込みます

手書き機能を使って記事を加工し、教材として作成したデータを
スクラップすることができます



③メモ機能を使って、授業データを入力します
１．メモ → ２．テキスト入力 → ３．保存

学校に新聞を使った授業のアーカイブ集として
最大１００件までスクラップすることができます



手書き機能を使って作成した教材プリントを
保存することができます

教科、学年、単元名、授業メモ、教材を使ったタイミングやポイント
など自由にメモとして残すことが可能です


